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この度、「潤滑油産業のための CFP 算定・削減貢献算定ガイドライン」及び「潤滑油産業における CN

実現に向けたロードマップ」を 8 月 21 日付で弊会ホームページにおいて公開しましたのでお知らせいた

します。今回公開した内容は、令和 7 年度燃料安定供給対策調査等事業（潤滑油産業のカーボンニュートラ

ル化に関する取り組み動向調査・分析及びロードマップ策定事業）調査報告書から抜粋したものです。 

【潤滑油産業のための CFP 算定・削減貢献量算定ガイドライン】 

国内外の潤滑油関連団体・事業者のカーボンニュートラルに関する意見や取り組み動向を踏まえ、

2024 年度に CFP 算定ガイドラインを作成し、2025 年度にブラッシュアップを行いました。また、内容

の改定だけでなく、海外の各種ガイドラインとの差異を整理し、比較表を作成しました。 

  

「「潤潤滑滑油油産産業業ののたためめのの CCFFPP 算算定定・・削削減減貢貢献献量量算算定定ガガイイドドラライインン」」及及びび   

「「潤潤滑滑油油産産業業ににおおけけるるカカーーボボンンニニュューートトララルル実実現現にに向向けけたたロローードドママッッププ」」のの公公開開   

この度の「令和 8 年熊本地震」及び「令和 8 年 8 月千葉豪雨」をはじめとする各地の風水

害等により、被災されました皆様方に謹んでお見舞い申し上げます。被災地域の皆様の一

日も早い復旧・復興を心よりお祈り申し上げます。 
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これにより、本 CFP 算定ガイドラインに準拠し、海外の各種ガイドラインにも準拠しようとした際に、

追加で対応が必要となる項目を把握できるようにしました。 

削減貢献量ガイドラインについては、内容の改定に加え、ガソリン車における削減貢献量及び評価範囲

を拡大した廃棄物収集運搬事業における削減貢献量の算定事例も記載し、ブラッシュアップを行いました。 

なお、本ガイドラインは固定的なものではなく、今後の動向に応じて算定の方法や条件を改める必要性

が生じることも想定されます。今後更新することを前提に策定しましたが、必要な更新を適時反映できな

いことも想定されるため、算定に際しては、CFP 削減貢献量を巡る国際動向を注視し、都度算定の要領

を柔軟に調節することが求められます。 

【潤滑油産業におけるカーボンニュートラル実現に向けたロードマップ】 

国内外の潤滑油産業や、関連する産業におけるカーボンニュートラルに向けた取り組みについて潤滑油

製造事業者に対し実施したアンケート調査やヒアリング調査結果を参考に、2024 年度策定した「我が国

の潤滑油産業が 2050 年に向けて必要となる取り組みを網羅的に整理したロードマップ」について、2025

年度にブラッシュアップを行いました。 

ブラッシュアップの内容としては、潤滑油の適切な利用による削減貢献量の効果を強調するため、図内

の Scope1,2,3 のスケール感と合わせて矢印の大きさについて修正を行うとともに、削減貢献についての

具体的な内容を記載しました。 

なお、本ロードマップは、潤滑油業界がカーボンニュートラルに向けて行動を起こすための原案であり、

何らかの義務や約束を課すことを目的としたものではございません。今後も、潤滑油のサプライチェーン

全体での議論を促し、その結果をロードマップにフィードバックし、タイムラインや具体策を柔軟に更新

していく必要があると考えております。 

※出典：経済産業省ホームページ 

：令和 7 年度燃料安定供給対策調査等事業（潤滑油産業のカーボンニュートラル化に関する取り組み

動向調査・分析及びロードマップ策定事業）調査報告書（公開用） 

https://www.meti.go.jp/meti_lib/report/2025FY/report_202608121501_0.pdf 

詳細につきましては、下記ホームページをご参照下さい。 

◇潤滑油協会ホームページ 

【CFP 算定・削減貢献算定ガイドライン】 

潤滑油・環境ワールド > カーボンニュートラル関連情報 > CFP算定・削減貢献算定ガイドライン 

https://www.jalos.jp/jalos/carbon_neutral/jalos-cfp_ae%20guidelines.html 

【潤滑油産業におけるカーボンニュートラル実現に向けたロードマップ】 

潤滑油・環境ワールド > カーボンニュートラル関連情報 > 潤滑油産業向けCNロードマップ 

https://www.jalos.jp/jalos/carbon_neutral/jalos-cn_roadmap.html 

なお、本ガイドラインについては、今後、中小潤滑油事業者向けに、対面でのセミナー等を開催し、普

及に努めることとしております。  

https://www.meti.go.jp/meti_lib/report/2025FY/report_202608121501_0.pdf
https://www.jalos.jp/jalos/carbon_neutral/jalos-cfp_ae%20guidelines.html
https://www.jalos.jp/jalos/carbon_neutral/jalos-cn_roadmap.html
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経済産業省は、この度、標記について 8月 7日付で公表しましたので、お知らせします。 

中小受託取引や官公需の発注に当たり、中小企業・小規模事業者に対する当該災害の影響を最小限とす

るとともに、早期の復旧・復興を支援するため、委託事業者や各府省等、都道府県知事に対し、経済産業

大臣から配慮を要請しました。 

1. 令和 8 年熊本地震の影響を受けている中小受託事業者との取引に関する配慮について 

経済産業大臣及び公正取引委員会委員長名（他省庁所管の業界については主務大臣との連名）で、

1,800 を超える業界団体代表者に対し、中小受託事業者に一方的に負担を押しつけないことや、今回

の地震によって影響を受けた中小受託事業者が今後事業活動を再開させる場合にできる限り従来の取

引関係を継続することなどについて要請しています。 

令和8年熊本地震の影響を受けている中小受託事業者との取引に関する配慮について（経済産業省所管団体分）： 

https://www.meti.go.jp/files/000003334.pdf 

2. 令和8年熊本地震により被災した地域の中小企業・小規模事業者に対する官公需契約における配慮について 

経済産業大臣名で、各府省等の長や都道府県知事に対し、適正な納期・工期の設定及び迅速な支

払や、地域中小企業の適切な評価等、被災地域等の中小企業・小規模事業者に対する特段の配慮な

どについて要請しています。 

※各府省等とは、各府省及び各府省の所管する独立行政法人・国立大学法人等を指します。 

令和8年熊本地震により被災した地域の中小企業・小規模事業者に対する官公需契約における配慮について： 

https://www.meti.go.jp/files/000003335.pdf 

詳細につきましては、下記の経済産業省ホームページをご参照下さい。 

https://www.meti.go.jp/press/2026/08/20260807002.html 

 

この度、中小企業庁より 8 月 27 日付で標記についての周知依頼がありましたので、お知らせ致します。 

～中小企業庁 事業環境部取引課からの周知依頼文～ 

中東情勢の変化による影響もあり、原材料価格・エネルギーコスト等が上昇しているなか、価格転嫁、

取引適正化の重要性が一層増しています。9 月は、2026 年度下期の価格改 定時期を迎える企業も多く、

価格転嫁のための交渉が本格化する、大事な時期となります。 政府としては、2021 年 9 月以来、毎年 9

月と 3 月を「価格交渉促進月間」と位置づけ、各月間終了後に、受注側中小企業の皆様を対象に、価格

交渉・転嫁等の状況についてアンケート調査を実施し、その結果を公表しています。今回の月間から、

官公需の取引についてより正確に実態を把握するため、官公需に特化した調査も新たに実施します。ま

た、取組状況が芳しくない発注側企業のトップに対しては、受託中小企業振興法（昭和 45 年法律第 145

号）に基づき、事業所管大臣名での指導・助言、勧奨を行い、自発的な取引状況の改善を促しています。

さらに、アンケート調査で得られた情報を活用し、迅速な状況改善を促す注意喚起も実施しています。

皆様には、特に下記の点について特段のご配慮をお願い申し上げます。 

22002266 年年 99 月月「「価価格格交交渉渉月月間間」」のの実実施施ににつついいてて   

 

 

令和 8年熊本地震による影響を受ける中小受託事業者との適正取引に関する配慮について 

 

https://www.meti.go.jp/files/000003334.pdf
https://www.meti.go.jp/files/000003335.pdf
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1. 価格交渉及び価格転嫁への積極的な対応 

発注者におかれては、サプライチェーン全体の競争力向上や、「強い経済」の実現に向けた取引適

正化のため、受託中小企業振興法に基づく「振興基準」に則り、受注側中小企業からの価格交渉の

申し出には遅滞なく応じ、価格転嫁に積極的に応じる等、適切に対応すること。 また、「振興基準」

の趣旨を、全ての社員に周知・徹底させるべく、社内全体に向けて本連絡を発出するとともに、調

達部門の担当者が、社会的要請である適切な価格転嫁を受け入れることにより、処遇において不利

益を被ることがないよう、人事評価の際に配慮すること。 受注側中小企業におかれては、発注者に

対し、積極的に価格交渉を申し出るとともに、必要に応じて、「取引かけこみ寺」や、よろず支援拠

点の「価格転嫁サポート窓口」といった相談窓口を活用すること。 

2. 「労務費の適切な転嫁のための価格交渉に関する指針」の周知、積極的な活用 

「労務費の適切な転嫁のための価格交渉に関する指針」（内閣官房・公正取引委員会作成。2026

年 1月 1日改定。）の内容について、価格交渉の場において積極的に活用すること。  

3. フォローアップ調査に対する御協力（受注側中小企業の皆様） 

9 月下旬以降、受注側中小企業の皆様を対象に実施を予定している、下記内容の調査の依頼があ

った場合、対象となった方におかれては、積極的に回答すること。 

（1）「価格交渉促進月間」フォローアップ調査 

（2）取引Ｇメンによる重点的なヒアリング 

4. 中小受託取引適正化法・受託中小企業振興法の改正内容に関する周知・徹底 

本年 1 月 1 日に施行された中小受託取引適正化法（昭和 31 年法律第 120 号）及び受託中小企業

振興法の内容について、周知・徹底を図ること。 

（1）中小受託取引適正化法のポイント 

⚫ 対象取引において、代金に関する協議に応じないことや、協議において必要な説明又

は情報の提供をしないことによる、一方的な代金決定の禁止 

⚫ 対象取引において、手形払いを禁止。また、支払期日までに代金相当額を得ることが

困難な支払手段も併せて禁止  

⚫ 対象取引に、製造・販売等の目的物の引渡しに必要な運送の委託を追加 

⚫ 従業員数 300人（役務提供委託等は 100人）の区分を新設し、適用基準を追加 

⚫ 事業所管省庁の主務大臣に指導・助言権限を付与 

（2）受託中小企業振興法のポイント 

⚫ 対象取引に、運送委託を追加 

⚫ 資本金基準に加え、従業員数基準を適用基準に追加 

⚫ 国及び地方公共団体の責務規定の追加 

⚫ 事業者に対してより具体的措置をとるべきことを「勧奨」する権限を主務大臣に付与 

5. パートナーシップ構築宣言への参加 

 サプライチェーン全体での価値の増大を目的として、政府が推進する「パートナーシップ 構築宣

言」に未参加の企業におかれては、参加について検討すること。 既に宣言されている企業におかれ

ては、自社のパートナーシップ構築宣言について、一層の浸透、徹底を図ること。 

詳細につきましては、下記の中小企業庁ホームページをご参照下さい。 

〇価格交渉促進月間の実施とフォローアップ調査結果 

https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/torihiki/follow-up/index.html 
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2026 年度 JALOS技術講習会「初級コース・工業用潤滑剤」を下記の日程で開催いたします。 

この講座では、潤滑技術に関する第一線の専門家を講師に招き、工業用潤滑剤の日常管理に関する基礎

的事項の習得を目的としています。工業用潤滑剤について、工業用潤滑油、金属加工油、グリースに大別

し、その種類と特性、要求性能及び選定・管理方法、トラブルシューティング、環境対策、労働安全等一

連の管理手法について具体的にやさしく解説します。生産性の向上と地球環境の改善を推進するためにも、

多数の方が受講されることをお勧めいたします。 

【講座概要】 

受講対象者：●潤滑剤関係業務経験 1～3年程度の方 ●業務において潤滑剤に興味をお持ちの方。 

●潤滑管理の実践を目指す方 ●潤滑管理をサポートされる方。 

日 程：2026年 10月 21日（水），22日（木） 

会 場：化学会館（東京都千代田区神田駿河台 1-5） 

［JR中央線・総武線 御茶ノ水駅］ 

［地下鉄丸ノ内線 御茶ノ水駅］ 

［地下鉄千代田線 新御茶ノ水駅］ 

内 容：＜第 1 日目＞ 13:30～17:30 

① 「工業用潤滑油と管理」 

講師：コスモ石油ルブリカンツ株式会社 

商品研究所 工業潤滑油グループ グループ長  山本 邦治 氏 

＜第 2 日目＞ 9:30～16:30（12:30～13:30 昼休憩） 

② 「金属加工油と管理」 

講師：株式会社ユシロ 

技術・開発部門 商品技術 2部 1グループ  大矢 昌宏 氏 

③ 「グリースと管理」 

講師：住鉱潤滑剤株式会社 

三重事業所 技術部 研究開発課 課長  茅野 啓介 氏 

＜日本グリース協会 技術委員会推薦＞ 

定 員：20名（先着順） 

受 講 料（テキスト代、消費税を含みます。）： 

正会員 18,700円 特別会員 22,000円 賛助会員 25,300 円 一般 33,000円 

問 合 せ 先：一般社団法人 潤滑油協会・JALOS技術講習会担当 

TEL 047-433-5181  FAX 047-431-9579 

URL https://www.jalos.or.jp/ 

※詳細につきましては、同送の開催案内をご覧下さい。 

◆◆   JJAALLOOSS 技技術術講講習習会会「「初初級級ココーースス・・工工業業用用潤潤滑滑剤剤」」開開催催ののごご案案内内   ◆◆  
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2026 年度 JALOS技術講習会「初級コース・潤滑油添加剤」を下記の日程で開催いたします。 

この講座では、潤滑油の使用目的を満足させるように基油に調合されている潤滑油添加剤の種類と働き

について解説します。添加剤は基油が持っている性能を更に高めるため、また基油が本来持っていない性

能を新たに加えるために添加されます。潤滑油は一般家庭から産業活動までの幅広いフィールドで、寒冷

条件下、高温高荷重箇所、腐食性雰囲気下といった様々な環境のもとで使用されます。そのために求めら

れる必要な性能、特性は基油と添加剤の組み合わせの技術によって支えられています。 

潤滑油添加剤の基礎知識の修得、併せて地球環境の改善を推進するためにも多数の方が受講されること

をお勧めいたします。 

【講座概要】 

受講対象者：●潤滑剤関係業務経験 1～3年程度の方 

●日常業務において潤滑油添加剤に興味をお持ちの方 

日 程：2026年 11月 13 日（金） 

会 場：化学会館（東京都千代田区神田駿河台 1-5） 

［JR中央線・総武線 御茶ノ水駅］ 

［地下鉄丸ノ内線 御茶ノ水駅］ 

［地下鉄千代田線 新御茶ノ水駅］ 

内 容：潤滑油添加剤の基礎 

講 師：シェブロンジャパン株式会社  

テクノロジーセンター 

AEO&ドライブライン 理学博士 

中川 貴洋 氏 

定 員：30名（先着順） 

受 講 料（テキスト代、消費税を含みます。） 

：正 会 員 12,100 円   賛助会員 18,700円 

 特別会員 15,400円   一 般 27,500円 

問 合 せ 先：前掲 

※詳細につきましては、同送の開催案内をご覧下さい。 

◆◆   JJAALLOOSS 技技術術講講習習会会「「初初級級ココーースス・・潤潤滑滑油油添添加加剤剤」」開開催催ののごご案案内内   ◆◆  
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2026 年度 JALOS技術講習会「初級コース・車両用潤滑油」を下記の日程で開催致します。 

この講座では、潤滑油の代表選手である車両用潤滑油を語るうえで欠かすことのできない規格の変遷、

今後予測される将来の動向等についてご紹介します。また、エンジンの高性能化、ミッション機能の向上

により高まるオイルへの要求性能を満足するために必要なオイルデザインの基礎項目、基本的な考え方に

ついて解説致します。一方、社会的要望の高まりとともに、市販の製品として備えていなければならない

環境性能についても具体的にお話しします。 

車両用潤滑油の基礎知識の修得、並びに地球環境の改善を推進するためにも、多数の方が受講されるこ

とをお勧め致します。 

【講座概要】 

受講対象者：●潤滑剤関係業務経験 1～3年程度の方 

●日常業務において車両用潤滑油に興味を 

お持ちの方 

日 程：2026年 12月 11 日（金） 

会 場：化学会館（東京都千代田区神田駿河台 1-5） 

［JR中央線・総武線 御茶ノ水駅］ 

［地下鉄丸ノ内線 御茶ノ水駅］ 

［地下鉄千代田線 新御茶ノ水駅］ 

内 容：①「ガソリン・ディーゼルエンジン油」 

講師：元 日本石油株式会社 

 工学博士  加賀谷 峰夫 氏 

②「駆動系潤滑油（ATF、ギヤ油等）」 

講師：市橋潤滑技術士事務所 

（元出光興産株式会社） 

 工学博士 技術士（化学） 市橋 俊彦 氏 

定 員：30名（先着順） 

受 講 料（テキスト代、消費税を含みます）： 

正会員 11,000円 特別会員 14,300円 賛助会員 17,600 円 一般 25,300円 

問 合 せ 先：前掲 

※詳細につきましては、同送の開催案内をご覧下さい。 

  

◆◆   JJAALLOOSS 技技術術講講習習会会「「初初級級ココーースス・・車車両両用用潤潤滑滑油油」」開開催催ののごご案案内内   ◆◆  
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潤滑油の品質確保事業等への支援事業（資源エネルギー庁補助事業）の一環として、潤滑油技術等に携

わる人材を育成するために必要な潤滑油関連情報を提供することを目的として「潤滑油製造業地方研修会」

を「横浜」、「名古屋」及び「神戸」において、それぞれ開催させていただきます。 

なお本年度は、対面参加を原則とさせていただき、遠方の方で対面での参加が難しい場合等のために、

リモートでの参加についてもご用意させていただくこととなりました。 

ご多忙中とは存じますが、貴重な示唆を得る絶好の機会と考えます。各会場近郊の皆様におかれまして

は、ぜひ会場へのご参加についてご検討下さいますと幸いです。 

【研修会概要】 

 横浜研修会：2026 年 10 月 29 日（木）開催（神奈川中小企業センタービル 第 3 会議室）13:00 受付開始  

1. 「潤滑油基油の製造方法・品質とニーズに関する最近の動向」（仮題） 

ENEOS株式会社 潤滑油カンパニー 潤滑油研究開発部 工業用潤滑油グループ 

主幹研究員 工学博士 田川 一生 氏 

2. 「CN 時代に向けたいすゞ自動車の取り組みと次世代商用車用ディーゼルエンジンの技術」 

株式会社いすゞ中央研究所 テクノロジー・イノベーションセンター 

副センター長 博士（工学）山下 健一 氏 

 名古屋研修会：2026 年 11 月 25 日（水）開催（ウインクあいち 1108 号室）13:00 受付開始  

1. 「回答が難しい広範な含有化学物質調査への当協会見解書のご紹介 

～潤滑剤ユーザーとの情報伝達について考える～」（仮題） 

シェルルブリカンツジャパン株式会社 品質保証室 マネージャー（化学物質管理） 

山中 正樹 氏 （潤滑油協会 安全推進分科会 分科会長） 

2. 「省燃費エンジン技術の歴史とエンジンオイルの貢献」（仮題） 

トヨタ自動車株式会社 パワートレーンカンパニー パワートレーン機能開発部  

第 3機能開発室 1Gr 主幹 平野 聡伺 氏 

 神戸研修会：2026 年 12 月 15 日（火）開催（神戸商工貿易センタービル 第 8 会議室）13:00 受付開始  

1. 「軸受用グリース開発の動向と環境規制に配慮した新規増ちょう剤原料の探索」 

出光 NTG 株式会社 技術研究所 グリースグループ 研究員 八木 渉 氏 

技術研究所 グリースグループ 研究員 秋山 博俊 氏 

2. 「SKYACTIV-D3.3 と HVO が拓くカーボンニュートラルへの挑戦」 

マツダ株式会社 クルマ開発本部 エンジン設計部  第 1エンジン設計 Gr.  

マネージャー 岡澤 寿史 氏 

定  員：30 名（リモート参加 若干名（遠方の方のみ））、参加費：無料（事前登録制） 

申込方法：同送の開催案内をご覧下さい。 

問合せ先：一般社団法人 潤滑油協会・事業部 TEL 047-433-5181 

※開催日によって応募締切等が異なります。詳細につきましては、同送の開催案内をご覧下さい。 

◆◆   「「潤潤 滑滑油油製製造造業業地地方方研研修修会会」」開開催催ののごご案案内内   ◆◆  



 

 －9－ 

JJAALLOOSS ニニュューースス  NNoo..338877  88 月月号号  

 

6月の生産量は 179千 kL で前年同月比で 13.9％上回り、販売量は 144千 kLで 5.7％下回った。 

 

 出典：経済産業省 資源・エネルギー統計月報（注：棒グラフ上段の数字は生産量、下段の数字は販売量） 
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           潤滑油需給統計（時系列表）      （単位 :kL）  

年   月 生産 輸入 国内向販売 輸出 在庫 

  

生産部門 
販売部門 

(製造業者・輸入業者) 

 令和 5年 2,376,453 239,176 1,861,998 601,426 438,411 143,009 295,402 

6  2,070,143 221,819 1,743,125 379,514 441,842 157,701 284,141 

7  1,955,775 193,733 1,625,742 384,358 422,619 144,355 278,264 

               

令和 6年度 2,058,217 213,276 1,695,014 415,978 422,010 149,942 272,068 

7     1,953,891 195,897 1,730,495 317,033 378,809 130,189 248,620 

              

令和 7年4～6月 490,079 51,664 408,456 111,608 401,053 130,318 270,735 

7～9  457,490 40,448 382,067 61,042 421,455 141,881 279,574 

10～12  510,835 60,095 446,400 77,756 422,619 144,355 278,264 

令和 8年1～3月 495,487 43,690 493,572 66,627 378,809 130,189 248,620 

4～6月 528,442 30,612 429,453 74,807 409,100 149,611 259,489 

              

令和 7年 4月 177,627 20,045 126,435 54,301 424,778 150,866 273,912 

5月 155,483 17,377 128,933 38,215 417,873 142,687 275,186 

6月 156,969 14,242 153,088 19,092 401,053 130,318 270,735 

7月 159,524 16,901 159,031 18,362 388,270 119,816 268,454 

8月 132,618 13,335 106,511 20,783 397,492 132,302 265,190 

9月 165,348 10,212 116,525 21,897 421,455 141,881 279,574 

10月 170,958 26,559 157,639 20,296 431,289 140,958 290,331 

11月 170,245 18,091 145,966 28,321 427,244 145,615 281,629 

12月 169,632 15,445 142,795 29,139 422,619 144,355 278,264 

令和 8年 1月 160,043 11,320 161,767 19,757 405,215 138,744 266,471 

2月 157,428 13,330 150,808 18,918 398,640 132,523 266,117 

3月 178,016 19,040 180,997 27,952 378,809 130,189 248,620 

4月 181,122 9,915 164,794 20,012 376,658 135,138 241,520 

5月 168,586 7,076 120,250 28,538 395,394 143,195 252,199 

6月 178,734 13,621 144,409 26,257 409,100 149,611 259,489 

前年同月比（%） 113.9 95.6 94.3 137.5 102.0 114.8 95.8 

※「国内向販売」は調査対象が調査対象以外（消費、卸売又は小売事業所）へ販売した数量（理論値）を示す。 

      製造業者・輸入業者の消費者・販売業者向販売、在庫内訳   (単位：kL） 
区  分 消費者・販売業者向販売 (前年同月比 ％) 在  庫 (前年同月比 ％) 

潤滑油計(R8年6月) 159,811 (103.0) 259,489 (95.8) 

 ガソリンエンジン油 22,185 (89.1) 20,777 (76.3) 

 ディーゼルエンジン油 16,043 (98.3) 12,374 (87.5) 

 その他 車両用 13,503 (99.1) 14,017 (94.2) 

 船舶用エンジン油 7,997 (88.4) 8,268 (91.2) 

 機      械     油 23,078 (102.8) 23,819 (96.0) 

 金 属 加 工 油 10,882 (103.8) 15,435 (100.5) 

 電 気 絶 縁 油 5,377 (112.7) 4,993 (103.3) 

 その他特定用途向け 39,538 (107.2) 93,321 (110.8) 

 その他 21,208 (127.4) 66,485 (87.3) 

       出典：経済産業省 資源・エネルギー統計月報  
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○経済産業省人事異動 

経済産業省で下記の人事異動がありましたのでお知らせします。 

（7 月 15 日付） 

江藤 浩太 氏 

 新：経済産業省 資源エネルギー庁 資源・燃料部 燃料供給基盤整備課 課長補佐（企画調整） 

（旧：三重県 雇用経済部 新産業振興課 課長（出向）） 

（7 月 24 日付） 

金井 慎一郎 氏 

 新：経済産業省 秘書官室 経済産業大臣秘書官（次席） 

（旧：経済産業省 資源エネルギー庁 資源・燃料部 燃料供給基盤整備課 課長補佐（企画調整）） 

○臨時理事会決議及び臨時社員総会決議 

理事 1 名の辞任申し出に伴い、書面による臨時理事会において新理事選任の推薦候補案を諮り、理事

監事全員の同意を得て、令和 8年 7月 21日付けで理事会推薦の新理事副会長候補者が決議されました。 

理事会が提案した 1 名の理事補欠選任議案を、書面及び電磁的方法により正会員全員へ諮り、令和 8

年 8月 10日付けで正会員全員の同意が得られ、新理事が選出されました。 

新任（理事副会長）：井上 亨一 氏（出光興産株式会社 上席執行役員 潤滑油管掌） 

退任（理事副会長）：寺﨑 与志樹 氏（出光興産株式会社） 

 

 

○第 1 回 潤滑油安全推進分科会 

7 月 27 日（月）に航空会館において、第 1 回 潤滑油安全推進分科会（分科会長：シェル ルブリカ

ンツ ジャパン株式会社 山中 正樹 氏）を開催しました。議事内容は以下のとおりです。 

（1）2026 年度事業の進め方について （2）その他 

○第 28 回 JASO 電動パワートレイン油 TF に参画 

7 月 28 日（火）に石油連盟および一般社団法人 日本自動車工業会による「第 28 回 電動パワート

レイン油 TF」に参画しました。 

○第 1 回 エンジンオイル分科会に参画 

7 月 29 日（水）に開催された、公益社団法人 自動車技術会主催による「第 1 回 エンジンオイル分

科会」に参画しました。 

協協会会のの 動動きき  

おお 知知 らら せせ   
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○標準試料委員会に参画 

7月 31 日（金）に開催された、公益社団法人 石油学会主催による「標準試料委員会」に参画しました。 

○第 1 回 保安防災分科会 

8 月 4 日（火）に航空会館ビジネスフォーラムにおいて、第 1 回 保安防災分科会（分科会長：中外

油化学工業株式会社 山内 茂 氏）を開催しました。議事内容は以下のとおりです。 

（1）潤滑油製造業 BCP等調査について （2）2026 年度事業の進め方について 

（3）その他 

○第 1 回 技術分科会 

8 月 5 日（水）に航空会館ビジネスフォーラムおいて、第 1 回 技術分科会（分科会長：日興産業株

式会社 浅利 昌哉 氏）を開催しました。審議内容は以下のとおりです。 

（1）2026 年度事業の進め方について （2）その他 

○第 2 回 自動変速機油分科会に参画 

8月 6日（木）に開催された、公益社団法人 自動車技術会主催による「第 2回 自動変速機油分科会」

に参画しました。 

○MCO TF に参加 

8 月 25 日（火）に開催された、一般社団法人 日本自動車工業会主催による「MCO TF」に参加しました。 

○第 27 回 工作機械のトライボロジー研究会に参加 

8 月 27 日（木）に東京理科大学で開催された、一般社団法人 日本トライボロジー学会主催による

「第 27回 工作機械のトライボロジー研究会」に参加しました。 

 

○創立記念日 

9月 1日 

○第 47 回 潤滑剤等関連団体連絡会議 

10月 14日 航空会館ビジネスフォーラム 

○潤滑油製造業地方研修会 

10月 29日（横浜）前掲 

11月 25日（名古屋）前掲 

12月 15日（神戸）前掲 

○JALOS 技術講習会「初級コース・工業用潤滑剤」 

10月 21日、22日  前掲 

○JALOS 技術講習会「初級コース・潤滑油添加剤」 

11月 13日 前掲 

○JALOS 技術講習会「初級コース・車両用潤滑油」 

12月 11日 前掲 

今今 後後 のの 予予 定定   

禁無断転載 

発行日 2026 年 8 月 28 日 

発行所 一般社団法人 潤滑油協会 

〒273-0015 

千葉県船橋市日の出二丁目 16 番 1 号 
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